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１１ 人と環境 東京書籍６年 ２月下旬～３月中旬 ８（11）時間

【単元の目標】人のくらしと環境とのかかわりに興味をもち，人は空気や水とどのようにかかわり，

どのような影響をおよぼしているか，また，環境を保全するためにどのようなくふうをしているかな

どについて調べ，その結果をもとに，環境保全のために自分たちにできることや，地球環境の大切さ

と生き物と環境とのかかわりについて考えることができるようにする。

学習活動とポイント項目

学習活動 時間 ポイント項目

第１次 人は環境とどのようにかかわっているか ２（３）時間

・人と環境とのかかわりについて考え，調べる計画を立てる。 １ １ 導入について「１年

間の学習を振り返って

みよう」

・人は空気や水とどのようにかかわり，その結果，どのような影 １ ２ 人と空気，水とのか

響をおよぼしているかを調べ，まとめる。 （２） かわり

第２次 環境を守るためにどんなくふうをしているか １（２）時間

・人の環境保全に対するとり組みを調べ，まとめる。 １ ３ 環境を守るための工

（２） 夫

第３次 わたしたちにできることを考えよう ５（５）時間

・自分たちの生活をふり返りながら，環境保全のために自分たち ２ ４ 空気と水の汚れを実

にできることがないかを調べ，考える。 感させるために

・人と空気や水とのかかわりや，環境保全について調べたり考え ２

たりしたことを整理して，発表する。

・地球の環境保全の大切さを話し合い，生き物と環境とのかかわ １

りについてまとめる。

１ 導入について 「１年間の学習を振り返ってみよう」

「４ 生き物のくらしと環境」では，生き物と環境とのかかわりについて学習した。ここでは，対

象を人の生活にしぼって話し合わせる。「人は，空気や水とどのようにかかわっているか」と児童に

投げ掛け，人と空気，人と水とのかかわりという視点でこれまでの１年間の学習を振り返る。さらに，

それぞれとのかかわりを「環境とのかかわり」としてとらえ，自分なりに調べる計画を立てていくよ

うにする。

発問例とまとめ方の例

○人と空気，人と水というかかわりで１年間の理科の学習を振り返ってみよう。

１物の燃え方と

空気

２動物のからだ

のはたらき

３植物のからだ

のはたらき

４生き物のくらし

と環境

８水よう液の性質

とはたらき

９電気とわたした

ちのくらし

(1) 人と空気とのかかわり

・人はものを燃やして酸素を使い，二酸化炭素を出

している。

・人は，酸素を吸って二酸化炭素を出している。

・人は二酸化炭素を出すが，植物は二酸化炭素を取

り入れて，酸素を出している。

・化石燃料を燃やすと二酸化炭素が増え，環境に様

々なえいきょうを与えている。

(2) 人と水とのかかわり

・人は飲み水として，体の中に取り入れている。

・人の体には多くの水がふくまれていて，体のはた

らきを保ち，生きている。

・人がごみなどを燃やすときに出る物質が，空気中

で変化して雨水にとけると，強い酸性の雨（酸性

雨）になって降ることがある。

 （平成 23 年度版） 
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発問例

○人と環境とのかかわりについて，さらにくわしく調べていこう。

・人は，空気や水とどのようにかかわり，どのようなえいきょうをおよぼしているのだろうか。

・人は，環境を守るために，どのような工夫をしているのだろうか。

・環境を守るために，わたしたちにできることはないだろうか。

２ 人と空気，水とのかかわり

「人は生活の中で，空気や水をどのように利用しているのだろうか」「それらの利用で地球全体の環

境は今，どうなっているのだろうか」と投げ掛け，それぞれについて，表にまとめさせる（興味のあ

るもの一つにしぼったり，グループごとに調べさせたりするのもよい）。

発問例とまとめ方の例

○生活の中で，空気，水をそれぞれどんなことに利用しているのか，教科書などで調べ，まとめよ

う。

○その結果，環境にどのようなえいきょうや問題が起きているのだろう。

３ 環境を守るための工夫

教科書p.170,171の写真は，「人が環境におよぼすえいきょうを少なくする」「自然の環境を守る」

という視点で掲載されているが，「空気や水を汚さない工夫」「森や林，自然の生き物を守り育てる

努力」のように，具体的な視点を加えることで，児童の調べる内容がより明確になる。

環境にどのようなえいきょうや問題が起きているのだろうか。

・空気中の酸素が使われ，二酸化炭素が増えている。

・空気のよごれや，地球の気候へのえいきょうが問題になっている。

・川や湖，海などの水のよごれが問題になっている。

・開発などによって，多くの木が切られ，森林が減少している。

・空気中の二酸化炭素が急激にふえ，地球の気温が高くなってきている。

・地球の気温が上がることで海水面が上しょうし，島全体がしずんでしまうことが心配されて

いる国もある。

①呼吸のた

めに利用す

る

③発電を行

うため，石

油・石炭を

燃やすとき

に利用する

④自動車を走

らせるため，

ガソリンや軽

油を燃やすと

きに利用する

②すいじを

するために

ガスなどを

燃やすとき

に利用する

空気

①飲み水と

して利用す

る

③すいじや

お風呂など

生活用水と

して利用す

る

④米や野菜

などを育て

るために利

用する

⑤工場では，

様々に水を

利用する

②洗たくな

どいろいろ

なものを洗

うときに利

用する

水
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発問例とまとめ方の例

○人は環境を守るために，どのようなくふうをしているのか調べよう。

環境の調べ学習に有効なコンテンツ

４ 空気と水の汚れを実感させるために

環境を守るためにできることを児童に考えさせる上で，次のような実験を行うことも効果的である。

「環境省 こどものページ」 「(独)国立環境研究所 子供のページ」「ＥＩＣネット

http://www.env.go.jp/kids/ http://www.nies.go.jp/nieskids/index.html このゆびとまれ！エコキッズ｣

http://www.eic.or.jp/library/ecokids/

(1) タオルを使った空気の汚れ調べ

地上１メートル程度の高さにタオルを数日間

つり下げて，場所による汚れ具合いを比べ，排

気ガス等による空気の汚れを実感させる。
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(2) 牛乳を使った水の汚れ調べ

ピペットで１m�の牛乳をビーカーに測りと

り，水で，10倍，100倍，･･･とうすめていく。

10000倍にうすめても，にごりが残ることから，

家庭排水による水の汚れを実感させる。

水
と
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環境におよぼすえいきょうを少なくする 自然の環境を守る

・海や湖，川など

の水を汚さない

工夫

・空気を汚さない

工夫

・森や林などを守

り育てる工夫

・自然の中の生き

物を守り育てる

工夫

・燃料電池自動車

・風力発電

・太陽光発電

・発光ダイオード

を使った信号機

・下水処理場

・料理で使った油

を下水に流さな

い工夫

・再生紙の利用

・グリーンマーク

による呼びかけ

・木を植え，森林

を守り育てる

・尾瀬や淀川のよ

うな自然保護活

動


